
20日

よい風習を育て、
住みよい環境をつくる。

l 公衆道徳をたかめ人の迷惑にならないようにする

交通規則を守り事故をおこさないようにする。

(大洲市民憲章)

昭和 50年 11月
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第 237号

市の人口 (11月1日)

人口 38，534人
男 18，345人女

世帯数 10，515世帯

面積 240.93平方キロメートル

発行大洲 市 役 所

編集企 画広報課

20，189人

(1) 
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十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
一
擁
護
す
る
た
め
に
、
法
務
省
を
は
b
め

す

。

も

し

欠

陥

が

あ

れ

ば

、

正

し

い

方

聞

は

、

「

人

権

週

間

」

で

す

。

一

人

権

擁

護

委

員

要

口

会

な

ど

で

は

、

人

向

に

な

お

す

と

と

の

で

き

る

よ

い

時

期

乙

れ

は

、

昭

和

二

十

三

年

十

二

月

十

一

権

意

識

の

高

揚

を

呼

び

か

け

て

い

ま

す

で

す

。

必

ず

受

け

て

く

だ

さ

い

。

日
.
パ

y
で

開

催

さ

れ

た

第

三

回

国

際

一

乙

の

人

権

週

間

を

機

会

に

、

私

た

ち

と

き

毎

月

第

四

火

隈

目

撃

選

連

合

総

会

に

お

い

て

、

一

の

基

本

的

人

権

に

つ

い

て

真

剣

に

費

量

t
目撃

園

長

時

一

て

堅

守

の

方

は

量

一

覧

を

健

や

か

に

育

て

る

た

め

に

冨

視

力

又

i
i
z
u
h
p又

は

ま

駐

日

前

十

時

間

関

一

こ

-

一

ぶ

建

立

宣

諸

説

話

一

世

間

出

品

諸

島

立

臨

時

普

段

目

一

第

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

出

事

乙

の

霊

安

ム

!

日
出
期
間
一
刊
し
一
九
百
一
世
間
一
時
間
出
品
出
雲
間
出
丹
市
護
委
員
は
次
の
か
た
一
帯
…
凶
器
市
て
に

U
ド
U
L
U一閉山一昨昨日間

年
で
士
ニ
回
目
、
天
候
に
も
窓
ま
れ
、
一
l
w
ノ
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
山
崎
清
一
開
会
式
の
あ
と
、
大
洲
南
中
学
校
ほ
一
あ
る
」
と
と
な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま
す
一
言
書
(
中
村
)
一
月
一
回
三
歳
児
の
誕
生
月
健
康
診
査
を
一
一
手
一
}
一
一
ぃ
。

な
ご
や
か
な
う
ち
に
も
、
議
や
職
場
一
幸
氏
(
平
野
)
、
栗
田
市
民
(
寸
一
か
十
会
場
に
分
か
れ
て
、
ソ
フ
ト
ユ
乙
れ
に
延
づ
い
て
、
我
国
は
、
毎
年
一
大
野
照
雄
(
平
野
)
一
次
の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
一
間
一
の
い
一

O
年
末
の
小
包
は
遅
く
と
も
十
二
月
十

な
ど
の
代
表
と
し
て
力
い
っ
ぱ
い
熱
戦
一
山
中
襲
氏
(
室
長

T
功
一
ル
を
は
じ
め
弓
霊
平
一
警
に
約
一
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
一
歯
車
(
大
川
)
一
三
歳
児
に
対
す
る
健
康
診
査
は
、
発
一
一

6
一

も

る

一

一

五

日

ま

で

に

一

千

人

の

選

手

裂

の

一

塁

ス

ポ

ー

ツ

一

を

「

人

棒

高

」

と

レ

て

、

す

べ

て

の

一

清

水

友

之

(

新

谷

)

一

育

状

態

・

栄

養

の

墨

口

・

疾

病

の

有

無

一

一

口

一

抗

尚

二

士

一

月

な

か

ば

量

ぎ

て

か

ら

お

出

一

で

楽

し

み

ま

し

た

。

一

人

に

保

障

さ

れ

る

べ

き

基

本

的

人

権

を

一

事

嘉

巾

ゆ

き

一

歯

・

精

神

発

達

の

検

査

・

食

欲

不

振

一

一

一

昨

初

M

制
一
一
し
に
な
る
と
、
年
賀
状
の
処
理
量
な

一

贈

っ

て

は

い

け

ま

せ

ん

一

時

即

時

鰐

沼

郡

一

日

開

朝

日

立

明

河

野

二

数

一

江

出

る

る

向

山

る

一

一

紅

滑

に

聖

さ

れ

な

い

乙

と

が

あ

一

求

め

て

は

い

け

ま

せ

ん

互

い

の

芸

員

な

ど

を

号

、

同

一

昨

日

同

旦

一

帯

一

芸

抗

告

か

か

了

子

一

銭

賢

治

と

、

運

一

受

け

と

っ

て

は

い

け

ま

せ

ん

一

る

七

引

は

れ

は

μγ
一
調
査
の
結
果
、
実
議
案
一
一
階
一

E
一

ロ

ロ

酢

ぷ

E

Z
忠
一
向
二
送
の
途
中
で
乙
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

一

一

十

寸

一

に

あ

る

も

の

十

世

帯

、

寝

た

き

り

老

人

ご

二

一

日

明

、

き

活

2
な

火

を

を

る

だ

き

て

事

の

一

一

す

。

景
一
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
か
ら
お
祭
り
一
わ
ら
ず
、
名
義
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
一
一
路
湾
問
十
日
付

i一
が

い

る

八

要

望

ぎ

を

す

る

十

一

一

い

一

説

芸

古

う

芸

禍

札

批

判

一

一

0
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
お
宮
に

一
や
運
動
会
な
ど
の
寄
付
存
受
け
る
と
法
一
い
て
も
、
お
祭
り
な
ど

η
吾

川

、

お

照

一

一

二

世

滑

な

ど

、

避

難

上

又

は

防

火

上

環

一

一

一

難

ど

け

寝

入

誤

ン

ト

乙

火

話

断

家

ボ

二

元

日

万

一

朝

す

か

す

か

し

い

気

持

で

年

主

律

違

反

に

な

り

ま

す

。

一

l

i

l

-

-

ト
i

l

-

-

一
票
悪
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
一
査

-rMMた

ぶ

ど

鍔

れ

二

賀

状

を

受

け

取

る

の

は

楽

し

い

も

の

で

の

一

れ

ほ

持

昨

日

日

均

三

十

分

で

な

い

老

人

の

安

全

環

境

一

れ

昨

日

開

呉

川

弘

一

一

調

一

山

ほ

老

老

近

同

プ

石

寝

間

防

防

自

小

二

部

伝

説

抗

日

諮

問

一

そ

乙

で

、

こ

の

た

び

公

職

選

挙

法

の

一

八

多

喜

老

人

ク

ラ

ブ

一

方

も

多

い

乙

と

が

わ

か

り

ま

し

た

。

一

一

一

ー

二

年

賀

状

は

士

一

月

十

五

日

か

ら

受

け

式

一

一

部

が

改

正

さ

れ

選

挙

以

内

の

人

長

一

一

消

防

署

高

直

で

は

、

乙

の

調

査

一

一

一

マ

マ

マ

一

一

つ

け

ま

す

が

、

+

害

以

降

で

き

る

だ

「
一
付
を
す
る
乙
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
ま
一
八
多
重
人
ク
ラ
ブ
(
看
護
会
一
毒
て
安
全
な
環
境
で
生
活
し
て
い
る
一
に
基
づ
い
て
危
険
世
帯
の
防
火
訪
問
を
「
卜

l
i
l
-
-
i
l
l
-
-
L一
星
く
お
出
レ
く
だ
さ
い
。

場
一
レ
た
。
ぃ
っ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
一
長
)
で
は
、
老
人
が
火
災
の
犠
牲
に
な
一
か
、
老
人
の
安
令
環
境
調
査
を
し
ま
し

τて
指

導

す

る

よ

う

計

画

し

て

い

ま

す

一

-

一

O
年
賀
状
に
も
郵
便
奮
守
を

菜
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
一
り
や
す
い
実
情
か
ら
、
消
防
署
の
協
力
一
た
。
一
主
な
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
ま
ご
こ
ろ
銀
行
一
市
内
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
干
一
郵
便
番
号
を
お
忘
れ
そ
正
レ
く

-

-

a

b

一
六
百
六
+
三
人
に
対
し
各
一
一
個
一

預
託
金
を
配
分
一
=
一
、
施
設
配
分
金
百
三
十
四
万
三
千
一
は
っ
き
り
と
、
ま
た
あ
て
名
は
章
、

一

一

棟

番

辱

ま

で

お

書

き

く

だ

さ

い

。

み

な

さ

ん

か

ら

預

託

い

た

だ

き

ま

し

円

(

備

品

)

一

一

大

洲

郵

便

局

た
、
昭
和
五
十
年
度
ま
ご
と
ろ
銀
行
預
犬
訓
幸
楽
闘
、
ミ
シ
ン
ほ
か
二

託
金
r
L

つ
い
て
、
さ
き
の
ま
ご
乙
ろ
銀
点
大
洲
学
問
椅
子
五
十
脚
一
寸
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-一

行
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
大
洲
清
和
園
カ
ラ
よ
ア
レ
ピ
一
一
水
は
大
切
な
一

議

レ

、

有

効

適

切

に

活

用

す

る

よ

う

決

一

合

一

一

一

定
こ
の
ほ
ど
配
分
を
終
了
し
ま
し
た
の
大
洲
育
成
園
ト
一
フ
ジ
ポ
D
Y
一

一

資

源

で

す

一

で

ご

報

告

い

た

し

ま

す

と

と

も

に

、

厚

ほ

か

一

点

一

一

市

長

と

一

く

お

机

申

し

上

げ

ま

す

。

大

洲

乳

児

保

育

所

ゆ

り

馬

ほ

=

j

;

一

O

預

託

金

四

百

六

十

四

万

八

千

八

か

一

点

一

一

ど

協

力

く

だ

さ

い

一

亘

ニ

十

二

円

大

洲

児

童

館

ジ

ヤ

ジ

ピ

ン

グ

下

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
L

O

配

分

金

三

百

十

十

六

万

五

百

三

ほ

か

一

点

一

1
1刈
1
1司

4
1

十

円

諸

護

老

人

ホ

l
ム

八

ミ

一

山

総

威

厳

閣

議

瀬

川

視
力
障
害
者
協
会
カ
セ
ッ
ト
一

K
任
軒
目
作
ド
院
長

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
四
台
一
日
月
初
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

六
出
福
祉
会
館
あ
ん
ま
機
ほ
一
ロ
月
7
日

h
y

砕

か

五

点

一

a
p
U臼

h

F

F

老
人
い
乙
い
の
家
扇
風
機
七
台
一
砕
幻
自

9

9

肱
南
遊
園
地
ベ
ン
チ
二
個
一
。
，

m日

9

9

各
遊
園
地
へ
と
み
か
と
十
偲

7
m
m回

h

y

h

r

差
引
残
額
百
三
十
八
万
八
壬
三
9

初
日
大
洲
病
院
④
2
1
5
1

百
二
円
繰
越
し

7
幻
日
加
芦
医
院
④
5
1
0
1

犬
訓
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
診
療
時
間
午
前
8
時
半
t
午
後
6
時

4期

一母
抽ニ子

宮歳佳
霊児ち
雲のリ
号誕文

義筈
け什

よ
つ

(3) 
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大
洲
市
観
光
史
編
さ
ん

目

下

資

料

を

収

集

中

犬
訓
市
は
今
や
県
下
有
数
の
観
光
地
一
の
観
光
に
つ
い
て
の
記
録
や
写
真
、
な

に
発
震
レ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
一
っ
か
し
い
話
題
な
ど
な
ん
で
も
け
っ
と

さ
ん
の
ご
理
解
と
と
協
力
の
お
か
げ
で
一
う
で
す
か
ら
お
手
一
元
に
資
制
酬
が
あ
り
ま

す

。

一

し

た

ら

次

へ

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

。

市
観
光
協
会
で
は
、
大
洲
市
観
光
の
一
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

移
り
変
わ
り
の
様
子
を
ま
と
め
、
市
民
一
す
。

の
観
光
に
対
す
る
誇
り
を
末
永
く
後
世
一
連
絡
先

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
1

観
一
大
刑
市
大
洲
六
九
O
の一

光
聾
巾
と
し
て
発
震
す
る
資
料
と
す
る
一
大
淵
市
役
所
商
工
観
光
課
内

た
め
9
犬
訓
市
観
光
史
H

を
編
さ
ん
す
一
大
開
市
観
光
協
会
事
務
局
宛

る
乙
名
L
な

り

ま

し

た

。

電

話

回

1
一
一
一
一
一

目
下
資
棋
を
収
集
中
で
す
が
、
市
内

入

おま事式の香典、花輪、供花

お祭りなどの寄付、お酒など

内
訳一

、
事
業
費
配
分
金
六
万
九
千
七
百
一

八

十

円

一

母
子
家
庭
キ
ャ
ン
プ
肪
成
二
万
一

七
干
九
百
円
、
ろ
う
あ
者
協
会
一

周
成
二
万
円
、

V
Y
S協
議
会
一

回
成
一
万
円
銭
灸
(
は
り
き
ゅ
一

う
)
マ
ッ
ず
l
ジ
無
料
奉
仕
事
一

業
助
成
一
万
一
平
八
百
八
+
円
一
O

二
、
老
人
配
分
金
百
八
十
四
万
七
平

七
官
五
十
円
(
老
人
カ
バ
ン
)

落成式や開底祝いの花輪

お中元やお歳暮

て令

年
賀
郵
便
の
差

し
出
し
は
お
早

自
に



2

点
火
の
確
認
、
立
ち
消
え
の
監

視
、
使
用
後
の
ガ
ス
せ
ん
の
閉
止

を
励
行
す
る
こ
と
。

一
O

老
人
、
幼
児
、
病
人
の
寝
室
の
再

一

検

討

一

l

火
災
に
よ
る
死
者
の
大
半
は
老

一
人
、
子
供
、
病
人
な
ど
で
あ
る
の

一
で
、
こ
れ
ら
の
人
は
、
避
難
し
ゃ

今

年

も

火

災

の

多

く

発

生

す

る

季

節

の

防

止

あ

た

っ

て

は

、

周

囲

の

整

理

整

と

ん

一

す

い

部

屋

を

使

う

。

と
な
り
ま
し
た
o

大
洲
地
医
広
域
消
防
た
ば
こ
は
、
火
災
原
因
の
第
一
で
一
使
用
方
法
の
習
熱
、
調
子
の
悪
い
援
一
一

2

避
難
の
方
法
、
経
路
に
つ
い
て

事
務
組
合
並
び
に
管
内
消
防
団
で
は
、
ず
れ
も
喫
煙
者
の
不
注
意
、
不
始
一
一
回
器
具
の
護
備
を
す
る
こ
と
。
一
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
話
し
介
っ
て

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
末
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
る
の
で
気
一

O

ガ
ス
器
具
等
の
ガ
ス
も
れ
防
止
及
一
お
く
と
と
。

で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
市
開
類
一
び
点
火
、
消
火
の
確
認
一

3

寝
た
き
り
老
人
、
病
人
を
お
い

組
合
住
内
の
火
災
は
次
の
と
お
り
で
は
、
た
ば
こ
の
灰
が
落
ち
て
も
着
火
一

1

ガ
ス
も
れ
に
よ
る
爆
発
は
、
家
一
て
外
出
す
る
と
き
は
、
隣
人
に
協

す
が
、
建
物
火
災
の
半
分
は
住
宅
か
ら
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

一
民
だ
け
で
な
く
死
闘
者
を
出
す
こ
一
力
を
依
頼
し
て
お
く
こ
と
。

出
火
し
て
い
ま
す
o

各
家
庭
の
ひ
と
り
一

O

殴
房
諒
回
一
の
安
全
な
使
用
一
と
か
多
い
o

そ
の
た
め
ガ
ス
も
れ
一

O

消
火
の
準
備

ひ
と
り
が
次
の
こ
と
を
注
怠
レ
て
不
卒
一
隆
一
服
器
具
に
よ
る
火
災
原
因
の
多
一
を
防
止
す
る
た
め
、
ガ
ス
明
日
具
、
初
期
消
火
を
行
え
ば
、
被
害
を
最

な
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
レ
ま
し
ょ
ミ
は
、
置
き
場
所
の
不
適
、
使
用
方
一
ゴ
ム
ホ
1
ス
、
ホ
ー
ス
パ
ン
ド
、
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る

う

。

法

の

誤

り

、

可

燃

物

の

隠

触

な

ど

で

一

ガ

ス

せ

ん

な

ど

の

点

検

を

常

に

行

の

で

消

火

器

、

水

バ

ケ

叶

/

亭

備

え

て

O

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
に
一
う
こ
と
o

お
く
こ
と
。
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玉入 れ競技風景

盤奇
珪 m
国 iE

理師芸
書写主主

経文
如 イヒ
向財

法き

暖

房

器

具

は

正
し
く
使
お
う

寺

川
州
法
十
ザ
宝
物
の
中
で
も
盤
珪
国
師

の
写
経
は
、
そ
の
遺
出
中
で
最
も
尊

重
す
べ
き
も
の
で
す
。

血
書
観
音
経
、
血
書
般
若
心
経
、

山
川
試
金
一
千
観
音
経
、
り
ょ
う
厳
呪
(

!
と
ん
し
ゅ
う
)
の
四
呑
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
一
点
闘
も
お
ろ
そ
か
に
せ

ず
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
謹
書
さ
れ

た
も
の
で
す
。
特
に
血
警
写
経
二
帳

に
わ
た
っ
て
は
、
拝
す
る
も
の
は
皆

同
問
自
ら
の
血
を
以
っ
て
書
か
れ
、

灰
褐
色
に
た
い
色
し
た
高
僧
の
人
格

電
話
マ
ナ
ー

ち
ょ
っ
と
三
一
口

受けられない

臨
時
鍋
鶴
催
州
側

ー
新
刊
国
書
譲
内
1

浮
世
絵
大
系

5

歌
麿

感
情
灘
物
語
中
・
下
(
司
馬
)

権
力
の
墓
穴
日
刑
事
コ
ロ
シ
ボ

決
断
の
条
件
(
会
問
雄
次
)

池
坊
栄
花
物
語
(
正
井
尚
夫
)

た
の
し
い
四
季
の
漬
物
へ
小
川
)

旅
・
見
は
て
ぬ
地
図
(
瀬
戸
内
晴
美

夢
二
怨
歌
上
。
下
(
槙
本
滋
民
)

わ
ら
レ
っ
と
あ
そ
び
っ
こ
(
平
野
直

ゴ
ル
フ
殺
人
事
件
(
八
切
止
夫
)

解
剖
学
的
女
性
語
(
渡
辺
淳
一
)

偽
り
の
時
間
(
津
村
秀
介
)

民
隊
日
本
史
i
a
2
(棟
田
博
)

討

日

開

始

末

〈

古

川

薫

)

た
い
こ
ど
ん
ど
ん
(
井
上
ひ
さ
し

極
北
に
駆
け
る
(
橋
村
直
己
)

愛
の
回
転
扉
(
安
井
か
ず
み

シ
ャ

i
ロ
ッ
ク
。
ホ
ー
ム
ズ
氏
の
素

敵

な

胃

険

(

ヲ

ト

ジ

シ

)

夏

の

影

(

高

橋

玄

洋

〉

夏

の

流

れ

(

丸

山

健

二

)

臼

い

鬼

(

池

波

正

太

郎

)

ゆ
き
て
か
え
ら
ぬ
(
瀬
芦
内
晴
美
)

い
つ
か
愛
の
河
に
な
り
た
い
(
立
原

う
ち
の
娘
に
限
っ
て
ノ
(
石
川
弘
義

仕
事
を
も
っ
母
の
育
児
(
品
川
孝
子

新
借
地
借
家
法
入
門
(
菊
本
治
男

日
曜
ぺ
一
フ
シ
ダ
関
芸
(
古
牧
千
治

秋
冬
の
ス
タ
イ
ル
機
械
縞

語
大
し
い
着
つ
け
と
帯
結
ぴ

健
康
食
品
と
健
康
法
(
主
婦
の
友
社

少
年
少
女
世
界
S
F文
学
金
集

-
鋼
鉄
都
市
(
福
島
正
実
訳

2
生
き
て
い
た
火
星
人
(
中
尾
明
訳

3
恐
竜
世
界
の
探
検
(
白
木
茂
訳

4
タ
イ
ム
マ
シ
シ
2
8
0
0
0年

5
惑
星
か
ら
き
た
少
年
(
久
米
桜
訳


